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株式会社エンプラス

P R E S E N T A T I O N

決算説明会

２００７年３月期

代表取締役社長

杉 本 敏 昭

２００7年 ４月２７日

－ Resume －

２００７年３月期に実施した主な施策２００７年３月期に実施した主な施策

２００７年３月期決算概要（連結）

２００８年３月期通期計画（連結）
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各事業セグメントのビジネス動向及び計画
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P R E S E N T A T I O N

2007年3月期に

実施した主な施策

2007年3月期に実施した主な施策

改革から成長へのゆるぎない健全経営軌道の構築

基幹事業の再構築

事業構造改革の完遂と新体制の構築

中国華南にエンプラス（広州）設立

事業構造改革の完遂と新体制の構築

収益基盤の強化・安定化

アジア地域を最重点としたグローバル事業の再編・最適化

3

中国華南にエンプラス（広州）設立

EHT(S)の生産機能をE(M)に集約

E(T)への増資による輸入販売の認可
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収益基盤の強化・安定化

（百万円）

2,500

3,000

単体固定費の推移単体固定費の推移

2,000

1,500

1,000

500

4

０
２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

５,１５３（百万円） ３,７６９（百万円）
２００６年３月期

下期
２００７年３月期

下期
△２６.９％

（単位： 億円）

３３
１００

（％）

2％
19％

16％ 12％ 16％

1％ 2％
４４ ４４ ３６

所在地別営業利益比率推移所在地別営業利益比率推移

アジア地域の最適化

２０

日本

北米

アジア

欧州

８０

６０

４０

69％ 82％ 89％ 74％

12％

2％
8％

52％

34％

16％

5

２００３．３期 ２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

２０

０

-１０

2％ 2％
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P R E S E N T A T I O N

2007年3月期

決算概要（連結）

損 益 実 績 （単位： 億円）

314.4△21.8%

２００７年３月期

実績

売 上 高売 上 高 401.8

２００６年３月期

実績

20.9
21.7
0 1

（69.2%）

△43.3%

△43.3%

△98 8%

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

36.9
38.3
15 0

（70.8%）

7

0.1
0.87円

△98.8%

20.00円

△2.00円

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当

△69.94円

15.0
70.81円

22.00円
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エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

セグメント別売上実績

152 2

２００７年３月期

実績

△1.6%154 7

２００６年３月期

実績

（単位： 億円）

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液 晶 関 連 事 業液 晶 関 連 事 業

152.2
67.916.4%

41.8△53.7%

52 3△46.8%オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

△1.6%154.7
58.3
90.4
98 3

8

計計

52.3
314.4△21.8%

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業 98.3

401.8

売上高推移

３９２３９２

３３１３３１

３９４３９４

OPU

OFC
OFC４０１４０１

（単位： 億円）

OFC３１４３１４

OPU

液晶関連事業

オプト事業

自動車 自動車

ＡＩＳ

OFC３１４３１４
ＡＩＳ

ＡＩＳ

OPU

9

２００３．３期 ２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期

エンプラ事業

半導体機器事業

電子 電子

２００７．３期
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四半期売上高推移
（単位： 億円）

８６８６

７７７７７７７７
７３７３

液晶関連事業

オプト事業

10

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

エンプラ事業

半導体機器事業

原価率推移
（単位： 百万円） （％）

７４

７６

10,000

12,000
原価率

売上

７２

７０

６８

６６

8,000

6,000

4,000

11

２００５．３期

６４

６２

２００６．３期 ２００７．３期

2,000

０
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経常利益推移

３２

４２
４５

３８

（単位： 億円）

３２

２１

12

２００３．３期 ２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

四半期経常利益推移

６.６
７.５

（単位： 億円）

５.３

２.２

13

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ
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当期純利益推移

当期当期純利純利益益 【【億円億円】】

１株１株当たり当期純利当たり当期純利益益【【円円】】
２５

２６

１７
１５１１７１１７..３８３８

８２８２..９７９７

１２４１２４..９０９０

７０７０..８１８１

14

２００３．３期 ２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

０.１
００..８７８７

連結キャッシュフロー推移
営業活動によるキャッシュフロー営業活動によるキャッシュフロー

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

７５
５８

（単位： 億円）

４８
４６

２９

５８

３３
３４

15

１４
５

２００３．３期 ２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

９
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設備投資額と減価償却費

設備投資額設備投資額 【【億円億円】】

減価償却費減価償却費 【【億円億円】】５０
４７

２８ ２８
３３ ３２

３６
３３

１７

２７

16

２００３．３期 ２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

決算概要

売上高 前年度比大幅減収 △8,744百万円

（液晶関連 △4,850百万円／オプト事業 △4,600百万円）

売上原価率の改善 1 6ポイント売上原価率の改善 1.6ポイント

販管費の改善 446百万円

営業利益 前年度比 △1,600百万円

17

特別損失 1,427百万円（前年度比 ＋338百万円）

健全性を重視した評価損 854百万円
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P R E S E N T A T I O N

通期計画（連結）

２００８年３月期

2008年3月期 経営基本方針

１．ニューグローバル経営戦略機構の構築

２ 基盤技術の革新と集中によるグローバル２．基盤技術の革新と集中によるグローバル
生産推進体制の構築

３．先端技術・品質・知財の並立加速で
デファクト・トップ製品の拡大

新事業 創出

19

４．新事業の創出

５．企業価値向上直結の内部統制システムの構築
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320.0

2008年3月期 計画
２００８年３月期

上期計画

（155.0）

（単位： 億円）

２００７年３月期

実績

２００８年３月期

計画

売 上 高売 上 高 1.8%314.4

22.0
23.0

12 0

（69.7%）

（6.5）

（7.0）

（3 0）

（71.9%）

5.1%

（0.5ﾎﾟｲﾝﾄ）

5.8%

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

期 純 益期 純 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

20.9
21.7

（69.2%）

0 1

20

12.0
60. 90円

（3.0）

（15.22円）

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当 20.00円（10.00円）20.00円

0.1
0.87円 60.03円

0.00円

セグメント別 売上計画

（80 0）

（単位： 億円）

２００８年３月期

上期計画

２００７年３月期

実績

２００８年３月期

計画

160 0エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業
5.1%152 2 （80.0）

（40.0）

（18.0）

（17.0）

160.0
86.026.6%

37.0
37.0△29.3%

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

△11.7%

152.2
67.9
41.8
52 3

21

（17.0）

（155.0）計計

37.0
320.0

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

1.8%

52.3
314.4
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25.0

参 考 指 標

17.3

（単位： 億円）

設備投資額設備投資額

２００７年３月期

実績

２００８年３月期

計画

5 0
34.0

13 0

7.3
27.1

12 9

設備投資額設備投資額

減価償却費減価償却費

試験研究費試験研究費

※※ 税制改正の影響税制改正の影響 5.0

22

13.012.9試験研究費試験研究費

（売上高比）（売上高比） （4.1%）（4.1%）

P R E S E N T A T I O N

ビジネス動向及び計画

各事業セグメントの
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エンプラ事業の動向
（億円）

80

2008年3月期

上期計画

7675

2007年3月期

上期実績

2007年3月期

下期実績

80

2008年3月期

下期計画

前期ハイライト

不採算製品からの撤退

アジア・中国地域における新たな
る市場開発の推進

エンプラ・液晶関連ビジネスを
主体とした中国華南地域での事業

今期の戦略

807675 80
精密機構部品の新規製品開発と

積極的な受注獲得

顧客生産拠点の海外シフトへの対応

開発ギヤの積極提案による自動車

24

主体とした中国華南地域での事業
基盤構築

広州(中国)に子会社設立
Guangzhou Enplas Mechatronics Co.,Ltd.

ベトナムでのエンプラ事業稼動

市場への拡販

エンプラ事業の動向
所在地別売上比率所在地別売上比率

１００

（％） （単位： 億円）

20％ 20％ 20％

１６０ １５７ １５４

24％

１５２

日本

北米

アジア

８０

６０

４０

17％ 16％ 17％

63％63％ 64％

19％

57％

25

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

２０

０
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エンプラ事業の動向－ＯＡ －
ＬＢＰの世界市場シェアＬＢＰの世界市場シェア

１００

（％）

その他

サムスン電子

レックスマーク

ブラザー

キヤノン

８０

６０

４０

26

２００４年 ２００５年 ２００６年

ＨＰ

（当社予測）

２０

０

エンプラ事業の動向－自動車－
日系自動車メーカーの地域別生産台数日系自動車メーカーの地域別生産台数

（百万台）

１２

１０

８

６

４

2003

2006

27

２

０

（当社予測）

日本 アジア 欧州 北米 中南米 その他
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半導体機器事業の動向
（億円）

40

2008年3月期

上期計画

3631

2007年3月期

上期実績

2007年3月期

下期実績

46

2008年3月期

下期計画

プローブカード事業のビジネス
基盤強化

テストソケット事業の市場シェア
拡大

主要顧客との開発促進

バーンインソケットのさらなる

シェア拡大

最先端要素技術を取り込んだ
狭ピッチ・多ピンソケットの
継続的開発

前期ハイライト 今期の戦略

403631 6

28

主要顧客との開発促進

生産性の追及

最先端要素技術を応用した
ソケットの開発

高周波型ソケットビジネスの拡大

継続的開発

プローブカード事業の収益基盤の
強化

半導体機器事業の動向

所在地別売上比率所在地別売上比率

１００

（％） （単位： 億円）

3％ 1％
14％

４７ ５３ ５８

19％

６７

日本

北米

アジア

８０

６０

４０

39％ 34％

36％

58％ 65％

27％

54％

29

２０

０

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

50％
58％ 65％
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半導体機器事業の動向

半導体用途別売上比率（単体）半導体用途別売上比率（単体）

１００
（％）

21％ 18％ 27％ 25％

その他

携帯電話

ゲーム機

自動車

パソコン

８０

６０

４０

22％

4％

20％

28％

4％

11％

17％

10％

17％

20％

8％

16％

30

２００４．３期 ２００５．３期 ２００６．３期 ２００７．３期

２０

０

33％ 39％
29％ 31％

ハイパワーバーンインソケットハイパワーバーンインソケット

半導体機器事業の動向－新製品－

・ 150～400Wの大消費電力

最先端CPU・画像処理ICの高速処理

150 400Wの大消費電力
・ 高発熱
・ 2,000～4,000ピンの多数ピン

最大

約１５cm

31

最小

約３cm

バーンインソケット
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ＬＣＤドライバー用プローブカードの開発ＬＣＤドライバー用プローブカードの開発

半導体機器事業の動向－新規事業－

32

（直列式で4個同時測定 30μm ピッチ）

• マルチ化対応 ：1個 → 2個 → 4個同測化
• 狭ピッチ対応 ：20μm In-line ピッチへの対応

液晶関連事業の動向
（億円）

18

2008年3月期

上期計画

1724

2007年3月期

上期実績

2007年3月期

下期実績

19

2008年3月期

下期計画

液晶市場の低迷による大幅な減収

WPS-LGP(両面プリズム導光板)の

開発

小型用LGPの中国戦略強化

ノートＰＣ用ＬＧＰシェア拡大

ハイエンド市場向けWPS-LGPの

上市

ミドルエンドＬＧＰの開発と市場

への積極参入

前期ハイライト 今期の戦略

181724 9

33

戦

（現地生産を視野に） 中小型ＬＧＰ市場の積極開拓

ハイエンド市場向け積極展開

中国での生産体制強化

ＬＥＤ光源用高品位ＬＧＰの開発
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ＦＰＤ市場用途別シェアＦＰＤ市場用途別シェア

１００

（％）

液晶関連事業の動向－ノートPC－

その他

カーナビ

ゲーム

産業用

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ＭＰ３

プラズマＴＶ

ノートＰＣ

携帯電話

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾓﾆﾀ

８０

６０

４０

34

（当社予測）

ﾃ ｽｸﾄｯﾌ ﾓﾆﾀｰ

液晶テレビ

２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

２０

０

液晶関連事業の動向

中小型中小型 ＴＦＴＬＣＤ市場用途別シェアＴＦＴＬＣＤ市場用途別シェア

１００

（％）

液晶関連事業の動向－中小型－

その他

ポータブルDVD

デジタルカメラ

PDA

カーナビ

ゲーム

産業用

８０

６０

４０

35

産業用

MP3

携帯電話

（当社予測）
２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

２０

０

２００５年
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WPSWPS--LGPLGPについてについて

専用プリズムシート

＜シート１枚構成＞

液晶関連事業の動向－新製品－

Patent
Pending

WPS-LGP

36

▼ ＰＳＰ比２５％輝度アップ

▼ 標準仕様（サイズ）

反射シート

光源（CCFL or LED)

オプト事業の動向
（億円）

17

2008年3月期

上期計画

2031

2007年3月期

上期実績

2007年3月期

下期実績

20

2008年3月期

下期計画

事業再構築の完了
Enplas Nanotech, Inc.の清算

中国組立事業からの撤退

コア技術に集中したAISレンズ
ビジネスへの戦略転換の開始

標準レンズ販売

コア技術をベースとした高付加価値

ビジネスモデルの構築
ＡＩＳ
高精度・高機能レンズ製造技術
小型低背レンズへの集中

ＯＰＵ

前期ハイライト 今期の戦略

172031 0

37

標準レンズ販売

小型低背ビジネス

ピックアップレンズ原価低減

4G光通信の本格的普及による
通信用レンズシェア拡大

原価低減による中国戦略強化
高機能・複合型グレーティング
の開発

ＯＦＣ
１０G対応新規通信用レンズ
の開発
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１,２００

オプト事業の動向－ＡＩＳ－

メインカメラ

カメラなし （百万台）

１,１００
１,１５０

携帯電話のカメラ搭載台数推移携帯電話のカメラ搭載台数推移

１,０００

８００

６００

４００

セカンドカメラ

７１３

８１０

５５５

９４０

６７１

１,０１７

７９２

９０８

38

４００

２００

０
１１

（当社予測）

２１５

３２

３９７

４３ ７６
１１６

１７２

２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年２００５年２００４年

オプト事業の動向－ＯＰＵ－

ピックアップ市場推移ピックアップ市場推移

１,０００

（百万台）

Audio

Storage

Video

８００

６００

４００

３００

２７９
２４７ ２２９ ２０９ １９２ １７６

３４９
３０３ ３２４ ３３８ ３４３

39

（当社予測）

２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

２００

０

２６８

３６５
３４８ ３４８ ３５３ ３５９
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96穴独自タイタープレートの開発

① 蛋白定量用途(ELISA)：試薬量削減・感度向上→臨床検査/食品検査/抗体作製など

② 細胞/菌体培養用途：試験管/フラスコからマイクロプレート化へ

新事業の推進① バイオ分野の開拓

Patent
Pending

③ 蛋白質精製用途：マルチユニット化へ

独自開発96穴プレート

プラスチックマイクロ流路プレートの開発

① インジェクションモールドで微細かつ高転写を実現

② 高精度な封止技術により 安定流路を確保

40

1WELL

② 高精度な封止技術により、安定流路を確保
溝幅溝幅 ：：50 μm50 μm
溝深さ：溝深さ：20 μm20 μm

LED光源配光制御オプティクスの開発

対象とする領域

① 携帯電話用バックライト、中型液晶用バックライト

② 高輝度LED市場 特殊照明

新事業の推進② LED関連分野

10"以上液晶BL

② 高輝度LED市場、特殊照明

③ 車載用（ヘッドライト・センサーetc）

④ 一般照明（蛍光灯の代替）

（億円）

白色LED市場規模予測

３,０００

３,５００

２,５００

41

9"以下液晶BL

照明

車載

携帯電話

（当社予測）２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

２,０００

１,０００

０

１,５００

５００
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P R E S E N T A T I O N

ご清聴ありがとうございました。

株式会社エンプラス


